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本論文ではまず、 CdE(E=S， Se， or Te)ナノ粒子のライブニング現象による、新しいサイズ・構造制御法
の開発を行った。粒径3.4:!:0.5 nmのzincblende型 (zb)CdSナノ粒子のジーn-オクチルエーテル溶液に、塩
化物イオン、オレイン酸、オレイルアミンを加えて 2600Cで20分加熱すると、 17x 30 nmのサイズ均一性



















mediated成長法を行ったところ、 2つの CdS相が lつの PdSr棺で結び付けられたダンベル型のヘテロ構造















吸収スベクトルを測定したところ、 CdSが吸収できない 600nmのポンプ光を用いた過渡吸収測定では、 CdS
のバンドギャップエネルギーにおいてブリーチングが生じた。このことは CdSの伝導帯に電子が生成した
ことを示しており、ポンプ光を吸収した CdTe中の励起電子の CdSへの移動、およびCdTe(価電子帯)
→ CdS (伝導帯)の間接選移によって CdTe+-CdSの電荷分離状態が形成したと考えられる。ヘテロ接合の形
成がCdTe/CdS間の効率的な電子移動を可能にしていることが明らかになり、 ω-CdS/zb-CdTeヘテロ構造ナノ
粒子は高効率な光触媒や太陽電池への応用が期待できる。
審査の結果の要旨
本論文では、Ostwaldライブニングによる Cdカルコゲニドナノ粒子の劇的な構造変態法の開発に成功した。
また、 seed-media ted成長法を駆使することにより、複数成分からなる様々な金属カルコゲニドヘテロ構造ナ
ノ粒子構造制御を行い、種粒子の化学種や形状に依存したヘテロ構造ナノ粒子を選択的に合成できることを
明らかにした。さらに、金属カルコゲニドナノ粒子のアニオン交換反応により CdS/CdTeヘテロ構造ナノ粒
子の合成・伺定、ならびに、 CdS/CdTeヘテロ接合界留を通した空間電荷分離に成功し、金属カルコゲニド
ナノ粒子の高効率光触媒や光電変換材料への応用を大きく前進させたと考えられる。これらの研究成果は大
きな学術的貢献であり、物理化学分野の新しい可能性を切り開いた極めて錨値の高い論文である。
よって、著者は博士(理学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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